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古ジャワ金言集 訳注研究（２）

安 藤 　 充

　前編（１）に続き、 の第 偈から第 偈のサンスクリット韻文と、各偈の
古ジャワ語散文解説を邦訳し、テキストの読みや訳出上の問題、典拠や類例の指摘など
について注記を加えていく 。

31.

　「善き人は、たとえ貧しくとも、咎めをうける行いをしないものだ。虎は鉤爪 を切
られても草を喰むことは決してない。」
　解説：　善き人とは最も高貴な生まれの人のこと。たとえ財はなく、憐れむべきであっ
ても、悪行を犯してはならない。悪行を思い描いてもいけない。最上の生まれの者は決
してそうあってはならない。喩えて言えば、彼は虎と同じだ。（サンスクリット偈の）

（虎）とは（現地語では） のこと。鉤爪を切られ（獲物を捕れなく）ても、
決して草を食べることはしない。そのような振る舞いをすることはないのだ。なぜなら
ば、生まれつき何を食べるかわかっているからだ。このように聖典は述べる 。

32.

　「火付け、毒盛り、呪術師 、刺客 、人妻取り 、謀反人、これら六つが凶悪犯である。」
　解説：　火付けとは、戦争目的以外の理由で町に火を放つ者である。神殿に火を放ち、
師匠の家に火を放つ者、これが火付けである。刺客とは、襲撃する者である。人妻取り
とは、人妻を奪い（その夫を）刺し殺す者である 。謀反人とは、対立を引き起こそう
とする者で、とりわけ、王（と）大臣を誹謗し、その地の崩壊の原因となる言辞を弄す
る。その言葉はすべて妬みからのものである。邪悪な思いを行動にあらわす。口にする
ことすべてが偽りである。まさに裏切り者である。毒盛りとは、毒を飲ます者である。
呪術師とは、黒魔術を使い 、（眼力で ）虜にし、陶酔状態にし 、悪行に仕向ける者
である。為すことすべてが悪である。これが六種の凶悪犯と呼ばれるものである。
　これら六種の行為は生涯してはならない行為であり、（すれば）地獄は必定である。（と
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なると地獄に堕ちた）その人をヤマが釜茹でにし、獄卒たちが掻き回すことになる 、
と聖典は述べる。
　その後の転生はこうである。地獄の釜で茹でられた後 、砂糖椰子の繊維のように切
り刻んで大地に散りまかれ、ついには散り散りに死んでゆく。
　こうした者たちの行く末は次の通りである。

33.

　「蠢いては悪をなす蛭、糞の中の虫、骨格のないその姿を世間は見ようとはしない。」
　解説：　 とは蛭（ ）のこと。蠢いては悪をなすとは、思慮なく進み、先（に
ある）道に従わず、さ迷い、道を外れ、痒みを生じさせるような虫、たとえば、ムカデ
や蠍 などである。糞の中の虫とは、たとえば糞の中にいる蛆など、あらゆる類いの蛆
虫のこと。骨のない姿とは、腹ばいで進み、骨格がなく、匍匐する。たとえば小蛇、ク
リチャック、蛭、チャチン、ワリヤなど 。これらはすべて世の中で忌み嫌われており、
この世で六つの凶悪な犯罪をおかした者はこれらに転生するのである。（生前の）所行
があまりにも罪深いゆえ、どこへともなく堕ちていくことになる。このように聖典は述
べる。

34.

　「顔は蓮の花弁のごとき美形、言葉は栴檀のごとく涼やか、（しかし）心は鋏 の性を
帯びる̶これは狡猾の相である。」
　解説：ある人がおり、その顔は花が開いたように優しく、赤い蓮華が咲いたよう。言
葉はクールで、体に塗り込んだ栴檀香がひんやりするごとくであり、（他方）、貧しく憐
れな人々には優しい（言葉をかける）。彼（について）は勇敢のことが話題にのぼるが、
その心の中は鋏のごとくである。（サンスクリットの） とは（古ジャワ語で）

（鋏）のことである。彼の悪意は鋏の刃先の鋭さのごとく、激しい嫉妬は、哀れ
むべき善人の首を切り刻み、途方もない苦痛を生ぜしめる。彼は毒入りの蜜に等しい。
甘いのは確かだが彼の悪は死を招く。
　これが邪悪 の相である。彼は猛毒カーラクータ を体現している。彼は地獄の底を
かたどったものである。要するに、最上の生まれをもつ者はそのような行為をなすべき
ではない。このように聖典は述べる。

35.

　「ひとは子供として、若者として、そして老人として、善行も悪行もおこなうが、再
び生まれ、それぞれの時期に、（善行や悪行の果を）享受することになる。」
　解説：人は子供のときに、善き行いをすると、別の生においてその善き結果をうける
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ことになる。また同じ子供のときに悪しき行いをすれば、（別の生で）子供のときに悪（い
結果）をうけることになる。中年のときに善行をすれば、（別の生で）中年のときに善
い結果をうけることになるし、悪行をすれば、別の生で中年のときに悪（い結果）をう
けることになる。そして、ひとが年老いて善行をすれば、（別の生で）老年期に善い結
果をうけることになるし、悪行をすれば、別の生で老年期に悪（い結果）をうけること
になる。
　善行悪行をおこなった顛末はこのようであり、享受されない果実はない。転生してか
ら得られるのである。それゆえ、幼少期から老年期まで、善なる精神をもって行為をな
すべきである。（そうであれば）別な生に至って、幼少期から老年期まで、幸福を得る
ことになるだろう。このように聖典は述べる。

36.

　「雑草やクシャ草で満足する獣たちに、黄金など何の価値もない。果樹で満足する猿
たちに、宝玉など（何の価値もない）。悪臭を喜ぶ豚たちに、芳香など（何の価値もない）。
（同様に）人間にとって、その究極なるものは好ましいものではない。」
　解説：獣たち、（たとえば）鹿 は、黄金や装飾品を与えられても嬉しく思うことは
ない。彼らがうれしいのは、森が美しい草、丈の高い草、食べられる草に満ちあふれて
いるときである。それこそ喜びを感じるときである。同じように、猿たちも、あらゆる
高貴な宝玉を与えられても嬉しくはない。しかし果実が熟してたわわに実るのを見ると
歓喜する。同じように、豚はどんな芳香にも喜びを感じないが、悪臭放つゴミ溜めの不
潔さこそ、（豚の）心に歓喜をもたらす。
　このように、人間も、望んでいないものに対してそのようになるのか（と言えば）、
そうはならない。すばらしいと思われる もの、それにひかれる。それが人が（さまざ
まな）生を享ける理由である。あるいは下等に生まれ、あるいは幸せな人となり、ある
いは下僕に、あるいは頭領に、あるいは愚かに、あるいは有能に、あるいは醜く、ある
いは麗しく、あるいは悪人に、あるいは善人に、（そしてその転生先として）あるいは
人間に、あるいは獣に、あるいは木に、あるいは蔦に、あるいは草に生まれる。それか
ら、天界か地獄かを見ることになる。それらはどんな様相なのか。自分の領地のすみず
みまで支配を及ぼす者、それは天界と呼ばれる。彼はインドラ神に擬せられる。その人
を信奉する家臣たちはあたかも半神ウィデャーダラのごとくである。天啓聖典に通暁し
た儀典官や司祭者 であって、あらゆる聖典や論書の真理を一片も欠けることなく修得
している者は、ウリハスパティ尊師と呼ばれる。一方、醜く愚かで憐れ、病持ちで、大
いなる苦に苛まれる者は、地獄（行き）である。とりわけ、尋常ならざる痛みに押しつ
ぶされる者はそうである。すべての動物、草や木、蔦、蟻に至るまでのものは言わずも
がなで、これらすべて（この世で）生育するものは、地獄（行き）である。
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　それゆえ、正しい行いをなすべきである。大叫喚地獄 に陥ることがないように。そ
れを知る者は、正義の法に通じている。順法精神 がなければ、大地獄 と呼ばれる。（地
獄 の） とは「ない」という意味である。 とは「行為」という意味である。（合
わせて）正しい法を実践しないという意味になる。
　したがって、地獄への道は回避しなければならない。天界への道へこそ進むべきであ
る。法はこのように教える。これが教義と呼ばれるものである。このように聖典は述べ
る。

37.

　「勇猛、健康、疚しいところのない快楽 、神々への誠信、黄金の獲得、王の寵愛、
善き人々に好かれること̶これらは天界から下った者たちの特徴である。」
　解説：ここで天界から下った者（ ）と呼ばれる者について説明する。そ
れは天界における楽を享受した後、インドラ神の世界から降下してきた人である（と一
般に言われる）が、（実は）そうではない。この世における外見からそう呼ばれるので
あるから、それを述べよう。
　家柄として最も高貴に生まれた者がいる。たとえば王である。彼は最高の生まれを体
現し、すべてを支配し、極めて裕福である。正義を重んじる心は彼のような人にある。
王はいろいろな人間の性質をよく知り、臣下や憐れな民を慈しみ、奴婢の過ちを赦し、
暑熱を避ける覆いとなり、雨季には傘となる。不意の客でも常に大切にもてなす。北か
ら、南から、東から、西から（の客を）。家臣らを満足させる。支配下にある兵卒ら
には苦痛を与えない。明るくこまめに人に話しかける。彼の志には、ブラーマナ僧も村
僧もシヴァ教と仏教の僧も敬意を表する。学匠と呼ばれる者もみな彼を称賛する。彼の
話ははるか遠くまで伝わり、世界中で称えられる。
　王は次々と（罪人を）殺すことはない。重罪でなければ、次々と処刑するというわけ
ではない。もし王に殺された、処刑されたという者がいるとすれば、その罪が（処刑）
相当とされての後である。それも、聖典の規定に照らしてのうえである。司法官が王の
臣下の悪行を調べ、その違法性を立証して、それから罰が下されるのである。正しい基
準に従って、その地の守護者たる王が刑罰を与えるのである。罰せられた者に恐怖を与
えることはない。なぜならば、正しき法とは、罰の執行、すなわち、悪事を犯した者に
対して刑罰を与えることであるから。そのような（悪）人がいて、（罰せられて）死ん
だ場合、善なる法が伴っていき、〔この世の）命が尽きた後には、高貴な生まれに再生
することになる。王に生まれることもある。その地で重要なところに生まれるというこ
とに関して言えば、彼の転生はこのようである。
　（偈の）勇猛（ ）とは、勇敢さを身をもってあらわすことである。戦闘では敵
うものなしである。健康（ ）とは、命ある間は体が病に侵されないことである。
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快楽（ ）とは、国中で待望されることである 。神々への誠信（ ）とは、
神への確固たる信心のことである。黄金の獲得（ ）とは、黄金で大いに富む
ことである。王の寵愛（ ）とは、王に愛される者たちの権化たることである。
　これらが、善行の布施をおこなう者たちの特徴である。同等の生まれの者たちの中で
はもっとも善徳が高い。こうした人々が天界から降下した人と呼ばれるのである。この
ように善き人が語ったという。

38.

　「四種の人間が黄金の花咲く大地を楽しむ。知略者、勇者、碩学、優しく語る者。」
　解説：大地で黄金の花を享受すると言われる者は四種である。（目的を成就するための）
方策を立てることに通じ、敵の策略に通じる者は、知略者と言われる。戦闘において勇
猛で、匹敵する者がいない者は、勇者と言われる。聖典や論書の教えに通暁し、あらゆ
る原理で知らぬところがない者は、碩学と言われる。贔屓の大物衆に仕える技芸に秀で、
愛技の論典の知識を駆使する珠玉の女たちをあまた（知り）、女性に愛される者は、優
しく語る者と呼ばれる。
　もしこのようであるとすれば、それは優れた人が徳高き行為をおこなった 結果であ
る。あるいは人が苦行の聖戒を固持した結果であるかもしれない。このように聖典は述
べる。

39.

　「挑発 、多弁、朝令暮改 、知性超越 。賢者には（こうした）汚れた言葉は受け入
れられない。」
　解説：そのような言葉は賢者に考慮されるに値しない。大事にされる地位にふさわし
くない。（偈の）挑発（ ）とは、（他の）王と戦いを交えたいという気持ちを露に
した （王の言葉）。多弁（ ）とは、王がしゃべりすぎることである。朝令暮
改（ ）とは、王の発言に一貫性がないことである。知性超越
（ ）とは、王の欲が深すぎ、判断すべきことが多すぎることである。
　これらは王がしてはならないことである。してしまった場合は次のような罪過を招く。
臣下らは心中穏やかではない。なぜなら王の知性に問題があることを怖れるからである。
王の大臣らは追従しなくなるだろう。お仕えする者がいなくなるだろう。王の命令は一
つも遵守されないだろう。そのような王はもはや家臣らに愛想尽かされるだろう。この
ように聖典は述べる。

40.

　「荒くれた主人は見捨てるべきである。荒くれた主人よりも、けちな主人こそ見捨て
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るべきである。けちな主人よりも、見境のない主人こそ見捨てるべきである。見境のな
い 主人よりも、恩知らずな主人こそ見捨てるべきである。」
　解説：従者らは、（次のような場合）王を見捨てるべきである。行いが激烈で熱狂的
な王は、明らかに臣下らによって見捨てられる。（しかし）激烈な王も、卑しく暴虐な
王よりはましである。そのような王は臣下らに見捨てられる。（しかし）卑しく暴虐な
王も、分別のない 王よりはましである。分別がないとは、秩序を乱すことである。（た
とえば）高貴な生まれの者を軽んじ、下賎の生まれの者を重用すれば、それは秩序を乱
すと言われる。そのような王は、高貴な生まれの者たちに見捨てられる。しかしながら、
秩序を乱す王も、恩知らずよりはましである。恩知らずとは、気が狂っているというこ
とである。とめどなく人を刺し 、とめどなく人を縛り上げ、わけもなく人を襲い、わ
けもなく人を吊るし上げる。罪もないのに し 、罪もないのに火あぶりにする 。こ
れらのあらゆることを恩知らずはやってしまう。そのような王がいれば、臣下らは（王
の姿を）見て慄き、恐怖で目を閉じ、身震いする。大臣や顧問の心は、あたかも蛇にお
仕えしようとでもするかのようである。戸惑い身動きができず、心は恐怖で震え上がる。
このように聖典は述べる。

41.

　「供犠や布施も、苦行や火供も、梵行も、真実語も、天啓聖典を全て修めるという誓
いも否。この世のものではないことの果実が得られるのである。」
　解説：王はこれほどの権力を獲得していること、王の威力が途絶えることなく行き渡っ
ていること、王の得るものが多大であること、その理由はいったい何なのか。というの
も、供犠も行わず、学匠への布施もせず、苦行もせず、火供も行わず、梵行も守らず、
発言に誠実でもなく、あらゆる天啓聖典を学修することも意識せず、戒も守らず、ブラー
マナ僧も村僧もシヴァ教僧も仏教の僧も大事にすることがないからだ。にもかかわらず、
王は果実を得ている。彼の力は絶大で、減退することがない。では王が果実を得ている
理由はと言えば、かつて（前世で）苦行や戒を固く守ったからである。それゆえ、減退
することなき獲得があるのである。かつての苦行や戒の果実が尽きた とき、獲得の方
法を憶えておらず、供犠をせず、学匠への布施をしなければ、来世で下賎に生まれるこ
と必定である 。その転生での落胆は途方もなく大きい。身に受ける苦痛は際限ない。
目に見えて穢されている。この世に転生して、（過去世で）王のときにおこなった悪行
のすべて（の果を）享受しているのである。
　それゆえ、王たるものは無気力であってはならない。再び権力を手中に収めるべく、
正しい法を常に心に留めなければならない。これは人間のあり方としてはなかなか困難
なことである。あたかも農民のごとくである。彼らが（しっかり）田で働けば、米の収
穫は量り知れないほどになる。再び栽培の時期となっても彼らが田で働けなければ、収
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穫は得られない）。このような喩えがある。人間の体は水田のごとし、家族は苗床。水
田が休耕中で手が入れられていなければ、米を生育させることなどあり得ようか。そう
はならない。その田は草木が生い茂ってしまう。草とは何（の喩え）か。伸び拡がる感
覚器官の総体である。木とは何（の喩え）か。強い貪欲、迷妄、陶酔、驕慢、嫉妬、暴
力である。これらは六群（の敵） とよばれる。貪欲とは、他人の所有物を我がものに
したいという思い である。迷妄とは、心がどんより暗く翳ることである。陶酔とは、
富に酔いしれることである。驕慢とは、仲間の中で際立ったところもないのに、自分が
優れていると思うことである。嫉妬とは、同類の者に怒りを感じることである 。暴力
とは、人殺しである。邪悪な（転）生の原因は、六群の敵による。そしてさらに、憐れ
むべき転生は六群の敵が強大であるからである。（そこでまた）酷い どん底の不幸に
苛まれることになる。獣に生まれたら言わずもがなで、（不幸は）さらにひどいことに
なる。このように聖典は述べる。

42.

　「男になびきやすい女、判断力のない王、守るに値しないそれらの者に対し、大臣は、
距離をおいて、努めて見離すべきである。」
　解説：男に対して誠実でない女は捨てるべきである。同じように、知性が劣り、牛飼
いの子 のような心の王は、大臣が見捨てるべきである。王や女性の本性はそのようで
ある。彼らの行動が悪ければ、守るに値しないから、それを理由に、遠ざけるべきであ
る。努めて遠ざけるように、怠りなくせよ。このように聖典は述べる。

43.

　「酒搾り、虫焦がし、人殺し、瓶作り、金細工。これら五種（の職）がチャンダーラ
として知られる。」
　解説：次の五つが世間ではチャンダーラと呼ばれる。何かといえば、酒搾り（ ）
とは、ヤシ酒を搾り出す職人である。虫焦がし（ ）とは、洗濯屋のことである。
人殺し（ ）とは、刺客のことである。瓶作り（ ）とは、瓶を作
る職人である。金細工（ ）とは、黄金を細工する職人である。以上の五種（の
職）がチャンダーラと呼ばれる。満ち足りている人々が彼らの家を訪れるのはよろしく
ない。チャンダーラのように貶めてしまう からである。
このように聖典は述べる。

44.

　「鳥の中ではカラスがチャンダーラである。獣の中ではロバがチャンダーラである。
人間の中では、怒りっぽい人がチャンダーラである。全ての中では、悪人がチャンダー
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ラである。」
　解説：鳥の中では、カラスほどのチャンダーラはいない。獣の中では、野生のロバほ
どのチャンダーラはいない。人間の中では、激怒する人ほどのチャンダーラはいない。（し
かし）すべてのチャンダーラも悪人には敵わない。それはチャンダーラの中で突出して
いる。なぜならば悪人が望むのは仲間の命を奪うことだからである。このように聖典は
述べる。

45.

　「かの人は牛革鞣の話を聞くが、王様、私は聖者らの言葉を聴聞している。王様は明
らかにこのことをお見通しだ。美徳や悪徳は人との交わりによって生じると。」
　解説：もし下賤の人と交われば、下賤な悪人の気根と通じてしまう。同じように、善
き人と交われば、善き人の気根と通じ合う。例え話はこうだ。二羽の緑オウムがいる。
名前はガワークシャとギリカ 。どちらか一方は、猟師に捕らえられ、育てられたとする。
もう一方は、学匠に捕らえられ、育てられたとする。そんな中で、王様が狩りに出て一
人で道に迷う。王は導かれて猟師の家にやって来る。そこにはオウムのギリカがいる。
そのオウムが王にこう話す。「ほらほら、頭かち割るぞ。」オウムがこう話し、王がそれ
を耳にする。その（恐ろしい）言葉を聞いて、王は逃げ去る。やがて（王はまた）導か
れて学匠の道場に赴く。そこにはオウムのガワークシャがいる。オウムはこう話す。「王
様、ああ何たる幸せ、ありがたきこと、王様が道場にお立ち寄り下さるとは。どうぞ一
休みを 。ヤシの葉を編んだ新しい敷き物の上にお座りください。ビンロウの実や新鮮
な葉、（あるいは）生のライムをお噛みください。もし王様がお疲れでしたら、泉で水
浴びをどうぞ。」オウムが王にこう話す。王はオウムが話すのを聞いて驚きを感じる。
とうとう王は学匠に、彼が育てたオウムについて尋ねる。学匠が答える。自分が面倒を
見て育てたのだと。
　これが善き人の要点である。すなわち、人との交わりはしっかり（相手を）選ばなけ
ればならない。自らの徳を増やすようにすべきである。悪人との付き合いは禁物である。
なぜならば、地獄行きとなるからである。このように聖典は述べる。

46.

　「欠点もあり、美点もあり。欠けるところなく生まれ来る者なし。蓮は泥より生じ、
茎に棘あり。」
　解説：人間というものに生まれて、欠点がないということはない。人は、その美点が
世間で称えられても、人間であるということによって欠点がある。たとえ裕福であって
も、どれだけ聖典を学んで博識でも、どれだけ姿形が麗しくても、（この世に）誕生す
ることによって欠点を身にまとう。
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　要するに、完璧で欠けるところがないという者はいない。あたかも蓮華のごとくであ
る。蓮華は実にその清楚さが話題になる。いったいどんな欠点があるか。それは痒みを
生じさせることだ、と人々は言う。

47.

　「蓮華は棘に満ち、ヒマラヤ山には雪があり、栴檀には蛇が住まう。太陽は激烈、月
の姿は兎に汚され、海は水が苦い。ヴィシュヌ神は牛飼いで、神々の主は気まぐれ、シャ
ンカラ神は喉元が黒い。これらはみな、欠点を具している。この世の人々に欠点がある
としてそれが一体何だというのか。」
　解説：欠点のないものはない。それは前に（も）述べた。蓮には棘がある。それが欠
点だ。山は雪のために冷え込む。それが欠点だ。栴檀の木には虚穴に蛇がたくさんいる。
それが欠点だ。月は（勾形の）影 で汚されている。それが欠点だ。海は水が苦い。そ
れが欠点だ。太陽は陽射しが強烈だ。それが欠点となっている。ウィシュヌ神は牛飼い
である。それが欠点だ。インドラ神はかなりの移り気である。それが欠点だ。シャンカ
ラ神はカーラクータの毒 のせいで首が黒い。それが欠点だ。
　要するに（ここに）名が出たもので欠点のないものはない。神々にも欠点があってそ
れが付着している。ましてや人間にはどれだけ（欠点が付着しているだろうか）。欠点
がないものはない。違いは（欠点が）多いか少ないかである。善き人々は皆、欠点が少
なくなるように努めてしかるべく行動しなければならない。このように聖典は述べる。

48.

　「 年は王のごとくに、 年は下僕のごとくに、 年からは友のごとくに。これが子
供の教育である。」
　解説：子供に指示を与えるやり方は（次の通りである。すなわち）、年齢で 才までは、
王子に仕える者が王子に教えて差し上げるようにすべきである。自分の息子が成長して、
（ 才から） 才になるまでの間は、召使いに命じるように教育すべきである。子供が（さ
らに）成長して、 才になったら、友人に教えてあげるように教育すべきである。
　子供にものを教え伝えるにはこのようにすべきである。このように聖典は述べる。

49.

　「溺愛から多くの欠点が生まれる。鞭撻から多くの美点が生まれる。ゆえに子供や弟
子には、寵愛ではなく、鞭撻があるべし。」
　解説：子供が努力を嫌い 、辛抱が利かなければ、罪過を積むのは必至である。（他方）
息子が打擲される、（すなわち）教育上の体罰で傷を負うとしても、必ずや美徳を積む
ことになる。したがって、子供や生徒への体罰は多大な美徳を心がけてなされるべきで
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ある。溺愛は禁物である。このように聖典は述べる。

50.

　「嫁入り、借金償却、法施、蓄財、敵、知識、火、病 に対して、時を浪費してはな
らない。」
　解説：時間を無駄にかけるのはよろしくない（のは次の事柄である）。娘を嫁にやる、
借金を完済する、正義に則りお布施をする、富を得る、敵を殲滅する、知識を得る、火
を消す、病を治す。これらはすべて時間の浪費をしてはならないものである。このよう
に聖典は述べる。

51.

　「他人でも幸福を授ける者は身内、身内でも不幸をもたらす者は他人。体内で生じた
病は患いとなるが、森で生じた薬草は吉祥である。」
　解説：他人であっても、（わが）体に幸をもたらしてくれる者は身内と呼ばれる。身
内であっても、（わが）体に幸をもたらさない者は他人と呼ばれる。病気は（わが）体
内にあって（自分を）殺そうとするので、敵と呼ばれる。一方、薬草は、体に幸をもた
らす。森に自生するのに、人々が探し求める。このように照らし合わして見られるのは
誰のことか。
　それはスグリーワである。彼はバーリという兄に苦しめられ、他方、ラーマとラクシュ
マナは、他人であるにもかかわらず、森の中でスグリーワが探し求めた 。（彼らが）
スグリーワの苦痛を癒す薬草であったからだ。
　このように、（自分にとって）兄弟でも親族でも、自分の体を害しようとする者は、
明らかに敵であるといえる。（反対に）他人であっても、自分の身を生かしてくれる者は、
それこそ 、親族、兄弟と呼ばれる。このように聖典は述べる。

52.

　「月は夜の灯火、太陽は（日中の ）灯火、正義は三界の灯火、善き息子は家の灯火。」
　解説：夜には月が灯火となる。昼は太陽が灯火となる。三界においては正義が灯火と
なる。家においては善き息子が灯火となる。このように聖典は述べる。

53.

　「同じ腹から生まれ、同じ星宿の下に生まれても、同じ振る舞いをする わけではない。
ナツメの棘のごとく。」
　解説：子供というのは、同時に同じ母胎から生まれ、両親が同じ名前を付け、まった
く瓜二つの兄弟で、生まれ落ちた日も星座も同じであっても、それでも、それぞれの考
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えが同じであることはない。例えば、同根のナツメの棘で、真っ直ぐなものもあれば、
曲がったものもある。それは（同じ人の）息子たちの考えと同じである。このように聖
典は述べる。

54.

　「妻という蛇に搦め捕られる者、息子を溺愛する者、渇愛の火に身を焦がす者、彼ら
にとって、捨離こそが妙薬である。」
　解説：ある女を妻とするも、その女が悪心を持ち、蛇の輪索 を体現する（かのよう
に）、体に巻き付き、首のあたりにとりつく、（そのようにされる）男。息子が欲しいと
いう欲望にとらわれる男。渇望が身を燃やす、（そのようにされる）男。（男を苦しめる）
それらは毒であるが、それに対する薬はいったい何か。それは（それらのものを）捨て
去ることしかない。このように聖典は述べる。

55.

　「年増でも財産のある女、醜女でも働き者の女、貧しくとも器量のよい女、これら三
種の女は、賢者が侍らす対象となる。」
　解説：妻を娶る男は、年をとっていても富裕な女は娶るがよい。また、器量は悪くて
も、知性が抜きんでている女は娶るがよい。憐れなほど極貧でも美貌に満ち溢れている
女は娶るがよい。これら三種の女を、賢者は妻にする 。このように聖典は述べる。

56.

　「財はなくとも家柄がよければ、聖典の知識はなくとも再生族であれば、臣下はおら
ずとも世の王なれば、バラモンですら敬意を表する。」
　解説：家柄が高貴な人は、憐れむべき状況にあろうとも、生まれが優れているゆえに
尊敬に値する。同様に、バラモン は、ウェーダ聖典（の知識）が乏しくても、その生
まれゆえに尊敬に値する。同様に、王は、臣下が少なく、兵士も財も戦車も僅かであっ
ても、人々が尊敬するに値する。さらに、王として、バラモン、行者、シワ教や仏教の
僧侶らによっても敬意を表される。このように聖典は述べる。

57.

　「卑劣な者には暴力が力、高潔な者には堪忍が力、王にとっては刑法が力、女にとっ
ては従順が力。」
　解説：悪人がその力の源とするのは、生まれが同等の者を殺めることである。すばら
しい徳をもつ人にとっては、自制 が力の源となる。自制とは、（あらゆる）人に平等
に優しくすることである。動物に対してすら、苦しんでいるときには憐れみをかける。
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同様に、王は刑法がその力の源である。刑法とは、聖典や論書に基づいて刑罰を下すこ
とである。一方、女性の力であるが、女性にとっては従順であることがその力の源であ
る。従順とは、夫に対して誠実で 、すべて夫の意思に従うことである。このように聖
典は述べる。

58.

　「蛇には牙に毒あり。愚者の毒はその心にあり。敵への表敬は毒。女たちには曲がっ
た挙措が毒。」
　解説：蛇は牙に毒がある。それと同様に、愚かな悪人はその心に毒がある。幸福に縁
がない者 は、人を殺めることを力の源とする。さらに女は夫に対して小言が多く、そ
こに毒がある。このように聖典は述べる。

59.

　「不勉強な者には論書は毒、消化悪しき者には食事は毒、貧しき者には会話が毒、老
いた男には若き女が毒。」
　解説：望んでいないにもかかわらず 、論書を学ぶ者、そのような者にとって論書は
毒となる。同様に、お腹の中で消化不良を起こしていて、欲していないにもかかわらず
食事をする者、そのような者には（食事が）毒となる。貧しき者は、自分が話すことす
べてが毒となる。なぜなら、憐れむべき生まれの者が話すことすべてが、物乞いではな
いか と金持ちに思われてしまうからである。このように聖典は述べる。

60.

　「童女は、恋心に無縁。月経があれば乙女。乳房が大きくなれば魅せる女。愛神の矢
にうたれれば艶やかな女。」
　解説：年若い女性で、まだ恋心の兆しがなければ童女（ ）と呼ばれる。しっか
りと月経がある女性は乙女（ ）と呼ばれる。乳房は張り出し ても、体の交わり
を経験していない女性は美女（ ）と呼ばれる。さらに、愛神の矢に射ぬかれ、そ
の武器による（血の）迸りがちょうど尽きたばかりの 女は熟女（ ）と呼ばれる。
このように聖典は述べる。

〈訳注〉

　テキストの梗概については安藤 参照。サンスクリット偈と古ジャワ語散文解説の訳し
分け、略号表記などは前編に準ずる。
　 一般的には「足」、 （ ）の意味だが、文脈に合わせて訳しておく。解説の
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方では現地語で （ ）（ ）と、的確な訳語を当てている。
　 は類例として、 などに収録される次の句を挙げて
いる（ ）

（肉食のライオンは森で飢えても決して草を食
むことはない。同様に、家柄良き者は、災難に見舞われても人倫の道を踏み外すことはない。）
肉食獣を例にするなど本句と内容はかなり近いが、言い回しや対比物が異なっており、本句
の直接の典拠とは見なし難い。
　 前編（安藤 ）、注 参照。
　 （ ）は、「（主に病気や災害を鎮めるための呪文からなる）ア
タルワウェーダ」との意味を示すが、本文脈では、インド由来の呪法の聖典のことを指して
いるはずはない。あくまで、古ジャワ語解説が的確に示すように、ひとに災いをもたらす呪
術をおこなう者のことと解すべきだろう。
　 サンスクリット辞書に登録がなく、 の （ ）で
も取り上げられていない複合語だが、後分の を
（ ）ととれば、「凶器で人を殺す者」と理解できる。英訳もそのように解している。
　 この語だけでは意味が取りづらいが、後続の古ジャワ語釈（注９参照）を参
考に、複合語前分の は自分の妻ではなく他人の妻を指すとし、また後分の は

（ ）の意味に取っておく。
　現行の 法典刊本では、凶悪犯 については「グル、子供、老人あるいは学識・
人物の最も優れたブラーフマナ（バフシュルタ）であれ、殺意を持って襲いかかる者（アー
タターイン）は躊躇なく殺してよい」（ 〕（渡瀬 ）と言及するだけで、本偈
のような分類説明はない。しかし では本偈のように六種を挙げてい
る  
（ ） このうち、火付け、毒盛り、妻の掠奪の３つは本偈に等しい。なお の異
読および注釈にも、 と同じものが含まれている。サンスクリットと
古ジャワの ā ā については、安藤 - 参照。
　 は （ ）と踏
み込んだ解釈を示しているが、元々、 （他人の妻と通じる）、 （短剣）の他動詞形
を連ねて成り立っているので、原語を反映させるように訳出しておく。
　 サンスクリットの の古ジャワ語訳。 （ ）の解釈に従う。
　 は の項内に登録し と意味を示すが、あわせて
（ ） と、仮想される基語からの類推で、「眼」の力によって魔法にかける意味合

いを示唆しているので、ここでも、その解釈を括弧付きで採用しておく。
　 は （ ）か （ ）のいずれかからの派生と
して、魔術で、何かを埋めてしまうのか、あるいは酔わせるのか、の可能性を示している（

）。ここでは文脈から暫定的に後者に取っておく。
　 （（ ［受動態］）
及び （ （ ）［受動態］）という動詞を使っており、
少し後の （ ）に連なっていく叙述である。
　 このまま（ ）では意味が通らない。 （ ）
なら文脈が通じる。
　サンスクリットの格が乱れており、 の修正（ ）に従って大意をとっ
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て訳しておく。しかしながら、例えば、サンスクリット偈の は、文法と意味
からすれば とすべきだが、古ジャワ語解説部分でも とそのまま
引用しているので、テキスト成立時にサンスクリットの転訛がすでに起こっている可能性に
も留意しなければならないだろう。なお によれば、サンスクリットの典拠は見
つからないが、古ジャワ文献では に生前の悪行から爬虫類に堕するという一
節がある。 参照。
　 は （ ）の下位項目として （ ）
を挙げ、本書の例文も引くが、末尾に がつく語形については と疑問を呈しているの
で、テキストの読みを と訂正すべきか。
　 （ ）、 、 （ ）と、
いずれも腹ばいの虫の類いとして列挙されているのはわかるが、それぞれを特定できず、と
りあえずカタカナ書きをしておくしかできない。前二者については、古ジャワ語文献

（ ）でも言及されている。
　 本来のサンスクリットでは ないし だが、古ジャワ解説部分でも
としている。 は、インドネシアに伝わるサンスクリット語でインドにはない 語幹男
性名詞化している例としてこの箇所を引いている（ ）。
　ほぼ同一の詩句が にある。本テキストの が に、 が
となっている所のみが異なる。
　 サンスクリット偈では とし、外面と内心の異なる、ずる賢しさを表現してい
る。古ジャワ解説も、この前では毒入りの蜜という的確な解釈を示しており、表現を変えた
意図が不明である。
　 サンスクリット文学において、乳海撹拌のときに生まれた毒で、シヴァ神が口
にしたために首が青黒くなったとして知られる。この文脈での言及の意図は明らかでないが、
古ジャワ文献でも、ラーマーヤナ他で言及されており、毒という連関で、古典をふまえた知
識として提示されたのかもしれない。なお本テキスト第 偈の解説中にも言及がある。
　 は本偈と同一。 も、第４句（ ）以外は一致する。
古ジャワの金言集 はサンスクリット偈は完全に一致するが、古ジャ
ワ語解説部分はそれぞれ独自の叙述となっている（ ）。
　 - 偈とその古ジャワ解説（ ）は、転訛ないしはテキストの崩れ
が甚だしいものの、本偈および古ジャワ解説と対照すれば、両者はかなり相似していること
がわかる。
　 は を （ ）、 を とし、
さらに、古ジャワ詩作品には は現れないとする。後者の がどの分類のシカを
指すのか不明で、両者の訳し分けが難しいため、ただ鹿としておく。英訳は （シ
カとアカシカ）と並列する。

　 （ ）（ ） に従う。
　 と が並記されるが古ジャワ語
において両者の区別は明瞭ではない。 （ ）によれば、前者は、古い文献で
は学生や弟子といった年齢の若いバラモンを指す傾向にあり、後代、マジャパイト朝以降
では、 を指すとする。なおインドからインドネシア世界における
の意味の変遷については が で詳しく論じている（ - ）。
　 古ジャワ文献では （ ）や
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で言及されている。
　 刊本ではこのようにハイフンで複合語のように示されるが、文脈からすれ
ば、 として、 を が後ろから意味限定していると解したほうがよ
いと思われる。
　 （ ）にも見られる。 は で、 に言及するのは古ジャ
ワ文献では のみとしている（ - ）。他方、 では本書の例のみを引いている。
　 は （ ）または （ ）と原義を示
している。ここでは、古ジャワ解説者が文脈に沿った独特のパラフレーズをしていることが
うかがえるが、サンスクリットの捉え方は的確である。
　 は文脈とは正反対に といった意味なので、

（ ）もこの読みには問題があるとしたまま、英訳では と
仮に訳している。ここでも大意に沿って訳しておく。
　天界から現世に堕ちた者の特徴を述べる詩句としての類例は に見られる：

　ここでは４つが明確に示されるのに対し、本偈は項目の数
が多く、内容もはっきりしないものを含み、直接の関係性は薄い。
　 （ ）は として、本テキストの読みとは語順の倒置した形
を登録し という訳語を示している。
　偈の （注 ）については何ら言及がない。また、 が本来もっている性的な意味
合いの喜びとは大きく異なり、王に対する国民の思いといった独特な解釈を施していること
が注目される。
　 （ ）は三種の人間を挙げ、うち二項目が本偈と一致する：

　 は を登録するが、複合語かどうかについて
と疑問を呈し、意味も（ ） とはっきりしない。こ

こでは を といった形容詞的意味合いにとって、同義語の並列と解釈して
おく。
　 古ジャワ解説からの類推で、 （ ）の解釈を援用しておく。ただ
し、ここでの複数属格形は用をなしていない。
　 次から次へと異なる発言がなされるという意味か。古ジャワ解説に
準じて訳しておく。
　 サンスクリット的には「知識によって到達（成就）される」と訳すの
が順当だが、 は本例を引きながら複合語後分を でなく と読み替え
（ ）、 という意味を疑問符付きで示している。ここでは、そ
れに従っておく。
　 （ ）は として英訳を示していない。列挙される
語句の格がばらばらであるのが問題だが、何らかのことばに関する禁忌が説示されているも
のと理解して仮に訳出しておく。
　 このままでは意味がとれず、（ ） からの類推で に関わる意味で仮に訳
しておく。
　サンスクリット偈における読み替え（注 ）に連動して、こちらも後分を とする。
　ここでは という表現だが、明らかに直前の を受けているのでそのよう
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に訳す。
　 は の箇所（ ）以外は本偈と同一である。古ジャワの箴言
集 （ ）に類似した内容を古ジャワ語で表現した詩節がある（ ）

ここでは、激しい怒り＜吝
嗇＜カースト混淆＜恩知らずという並びであり、項目は必ずしも同一ではないが、
というサンスクリット由来の語を用い、それを最後にもってきている点が、本テキストとの
関連で注目される。
　 にはこの複合語の登録はない。 （ （

））は本例のみ引いている。
　 偈の後半で にかえて としている（注 ）ことと関連しているか
もしれない。ただし、古ジャワ語では だけでも と
いう意味もある（ ）ことに留意しなければならない。
　 このままでは解読できないので、 （ ）（ ）と読み替える。
　 の基語および意味が不明。 は仮に を登録し本
例を引くが、 ないし も疑問符付きで並記し、英訳の意味を示していない（ ）。
　 は疑問符付きで の意味を示し、本例のみを引く。
見出し語 自体、 としており、この語の由来が不確かである（ ）。
　 （ ）と読み替える
　 （ ）はこの部分を訳出していない。ここでは
を に従い の意味にとっておく。
　 古ジャワ文献ではよく知られた概念で、ほかにも 、 といっ
た表現で、最古の （ ）ほか、詩作品（ ）、仏教文
献（ ）、箴言集（ ）など、各種文献に言及される。サンス
クリットでは、 が次のように六種を挙げる：

（ ） や
（ ）にもほぼ同一の詩節がある。 は第六章を

つまり感覚器官の抑制と題し、その第一に 、つまり敵の六群の退治を掲げ
ている。その中で、 ・ ・ ・ ・ ・ をこの順で挙げる。古ジャ
ワ文献における およびサンスクリット文献との関連については別稿を予定してい
る。
　 最後の語の区切りや意味が不明で、英訳者も と回避し
ている。 の部分は、文脈と語形から、 （ ）の何らかの派生形に一
人称所有の接尾辞 -（ ） がついたものかという類推から仮に訳しておく。
　 （ ）はサンスクリット由来風ながら、 に
は ないし は登録されているが はない。 も本テキストの
用例（第 偈解説）の用例のみ載せている。 には言及がない。
　 と がいずれも ”の意味をあらわすことについては
（ - ）参照。

　 英訳によれば - だが、後分の の解釈が不明。牛飼いだとし
ても、立てるに値しない王の形容としては意味が通らない。
　本テキスト第 ではこの五種を含む八種をチャンダーラとして挙げている。安藤
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参照。いずれもサンスクリット由来風ながらもサンスクリット辞書に見当たらないこれ
らの職種の用語について、 は で本例から取り上げて言及している（ ）。
　 の示す よりも、英訳の （ ） の方が意
味が通るので、それを参考に訳しておく。
　

内容的には本偈とほぼ同一。
ただし本偈の古ジャワ解説は、これを写したものではなく、言い回しがかなり異なっている。
　

　 の部分が異なるのはもちろんだが、
と の相違が文脈を変えていること、そして、 の方が私と第三者の

対比が明瞭であることも注目される。
　 と をオウムの名前としているが、サンスクリット偈の と の
誤解を元に、オウムのエピソードを導入ないしは創作したのだろうか。 が

”と誤解に当惑する（ ）ように、他では見られないほどの原文からの逸脱
の事例である。オウムのエピソード自体が往時よく知られていたことも可能性の一つだろう。
なお という語は では の意味として （ ）の例
を引いており、他方、 は に例があるとする（ ）。
　 ここで はオウムから王（男性）への呼びかけと解釈する（
）。

　類例が にある
前半は本テキストと同一。後半は本テキストの第３句、第４句は格が

乱れ、論旨の混乱もあるのに対し、 所収のほうがすっきりしている。
　素晴らしいとされるものにも欠点があることを列挙する金言には、 や など
の類例がある。 - 参照。ただし本偈が挙げる項目とは必ずしも一
致しない。他方、古ジャワ語の にも同類の言及があり（ ）、本テキストの内容にかな
り近い

　 によれば、サンスクリットの の古ジャワ訳で、
の意味。英訳は とするが、これは の原義をとったからと思わ

れる（ ）。
　 注 参照。
　

前半は の格が異なるもののほぼ同一。後半は言い回しが異なるが内
容は等しい。他にも は ā を ā として他は と同一である。
　

前半部分の処格表現、後半の動詞表現が本テキストとは異なるもののほぼ
同一。なお は古ジャワ語詩節で よりも という同内容を謳ってい
る

　サンスクリットでは は ”を意味するが、
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は という意味を示し、本
例を引いている。古ジャワ語解説の文脈からしても、溺愛という意味では通じず、安楽な方
に流れている様相を述べていると解釈するのが妥当だろう。
　 本来であれば偈の前半部のように、敵の～、知識の～、火の～、病気の
～という対処を表現すべきところを、韻律の都合からか、～の部分を省いて列挙している。
古ジャワ語散文部では、それを的確に補って解説している点が注目される。
　

語順や部分的な表現の相違以外、趣旨も列挙項目も完全に一致する。
には前半部が本テキストとも とも多少異なるサンスクリット詩節と、その古ジャワ語

解説が含まれる（ ）。ただし解説部分は本テキストとは叙述が異なる。
　 は本偈と同一。 にも同一の偈が含まれている（ ）。
　明らかにラーマーヤナに依拠している。
　 文脈から、 で２番目に掲げられている の意味に
とる。 がこの語について、サンスクリットの か
ら古ジャワ世界での意味展開を論じている（ ）。なお、対になっている前の文では

（ ）を用いている。
　月との対比から意味合いを補って訳しておく。古ジャワ語解説部分では的確に

と表現している。
　 は本偈と同一。古ジャワの にも崩れた形ながら同じサンスクリット偈があり、
解説が古ジャワ語で加えられている（ ）。本テキストの古ジャワ語箇所とは叙述が異なっ
ている。さらに古ジャワの に古ジャワ詩でほぼ同一の内容が述べられている（ ）

　
三界の灯火を単に でなく「正義にもとづいた学問・論書」としている点が少し異なる。
　 文脈から所有複合語として解釈しておく。
　 は取り上げていないが、 にほぼ同一の詩節が含まれており、
それと同一のものが として収録されている

本偈よりもこちらの方が、特
に とｃにおいて格段に意味がとりやすい。
　 偈の を受けているが、古ジャワ文献では で用い
られているように何らかの武器（ ）の
ようだ。この語については 参照。
　 で の他動詞とその受動態がしばしば「（女が）男を夫にする、（男が）
女を妻にする」を意味するとしていることを採用する（ ）。
　 偈にある を的確に解釈していることがうかがえる。
　

同じ詩節が にある。本テキストの の部分が の位
置にきているのと、 の王の形容詞が異なっている以外は、趣旨も表現も同一である。
　 偈では だが、古ジャワ解説では （ ）の派生
形で表現している。 自体が古ジャワ文献でも用いられていることからすれば、訳者の
誤解あるいは曲解によるものか。
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　 ここでの を の意味にとる。 （ ）
参照。
　 偈の を訳したものだが、偈の文脈では も も示す

という意味が妥当であるのに対し、解説では、 （ ）に否定
辞 がついたものとしてパラフレーズして訳しているようである。
　 は本偈と完全に一致する。 は、同内容の古ジャワ語の偈である

ここでは に 、 に というサン
スクリット由来語を用いている点が異なるが、参照したサンスクリット原典でそのように表
現していたのか、古ジャワ翻訳者が言い換えたのかは不明である。
　 英訳は とするが、文字通り「欲しない（とい
う）意思を持つ」と解釈して訳しておく。偈の （ ）とは意
味を異にしている。
　 ［（何かを）欲している（ ）と疑われる（ ）」と解釈して訳す。
　偈の 部分については古ジャワ解説は全く取り上げていない。
　 はサンスクリット金言研究の泰斗である 博士からの教示として、
本テキストの偈が示すような女性の世代分類も、同類の詩節もサンスクリット文献には見つ
からないとしている（ ）。
　 （ ） という語義からは、押さえ押し込まれているイメー
ジだが、乳房の脈絡にあてはめるとすると、ふくよかになったものが上衣で締め付けられて
いることを表現しているかもしれない。そのように仮に訳しておく。
　 （ ） を

、 （ ）を の意味にとるが、 （ ）の と
いう意味との関連がよくわからず、指し示すことがはっきりしないが、生々しい恋愛沙汰を
乗りこえた妙齢の女性という意味か。

＜参照文献＞

　 　 （ ）

　 　
　　　　 -

　 　 （ ）

　 　 （ ）

　 　
　 　 （ ）
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